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介護福祉士養成課程学生の食行動に関する実態調査
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要旨
　栄養・食生活は人が健康な生活を送るために欠かすことのできない要素である。特に、青年期の食生活や栄
養摂取状況は、将来の健康状態に大きく影響する。一方、高齢者においても栄養・食生活は健康維持や生活の質
の向上に不可欠であり、自立に向けた生活支援における食生活援助は極めて重要な課題の一っであると考え
られる。そこで、介護者には食生活においても質の高い援助ができることが求められる。そのためには、将来介
護の現場を担うであろう介護福祉士養成課程の学生が、健康と栄養摂取の関係を理解し、実践に結びつけて自
らの食知識・食態度を職業に反映させることが必要と考えられる。そこで、本研究では今後の介護福祉士養成
課程学生に対する食生活関連分野の教育方針のあり方を考えるための基礎資料を得ることを目的に、介護福
祉士養成課程学生の食行動の実態を調べた。生活習慣・食品摂取・衛生・健康との関連という4項目に分類し、普
段の食行動について学生の意識と実態を調べた結果、介護福祉士養成課程の学生は、学習過程から食品衛生の
知識や食品選択の知識は実践に結びついているが、栄養面に関する配慮より嗜好を優先させる、適正な食習慣
を身につけていないなどの問題が明らかにされた。
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1．緒言
　短期大学においては、学生の大部分がライフステ
ージ上の青年期に属している。青年期は、自我意識
が強くなる時期であり、心身両面の大きな変化の中
で自我同一性を追求していく段階である1）。この段
階では、心身のみならず食生活においても同様に変
化が認められる。高等学校までは、学校教育や家庭
内の食事などを通して、発達段階に応じた適切な食
生活管理がなされており、その中で主体的に食生活
を管理する能力が育成されているものと考えられ
る2・3）。しかし、その後は食生活に関する教育を受け
る機会が減少し、自主的に食生活管理を行っていか
なければならない環境におかれる。このような中で
は、学校教育や家庭で培ってきた食生活に関する知
識を活かし、自立した管理を行っていくことが求め
られる2）。しかし、これまでの大学生を対象にした食
生活や健康管理に関する研究から、その実態は必ず
しも望ましいものではないことが指摘されている4・5）。
　青年期は、多様な人間関係や食に関する様々な情
報の申で、これまでの家庭を中心とした食習慣を基
盤に、各自の食習慣を形成していく時期である6）。特
に短大生は、実家を離れ単身生活を始める者もみら
れ、生活行動が広がり、自由に食品選択を行う機会
が増加する環境にある。このことは、食生活が多様
化するということでもあり、様々な食品を摂取でき、
栄養バランスの良い食事を摂取しているとも捉え
られる3）。しかし一方で、自由な食品選択に伴う偏食、
加工食品への依存、菓子類、清涼飲料水の過剰摂取、
また、ファーストフードやコンビニの利用、外食や
間食の増加などの問題が指摘されている7・8・9・10・11）。こ
の様な食生活は、糖質や脂質の過剰摂取、野菜類の
摂取不足によるビタミンやミネラルの欠乏など、栄
養のアンバランスが起こりやすい傾向にあるとい
った栄養面での問題も報告されている12・13・14）。これ
らのことから、短大生は栄養バランスを考えること
よりも、簡便性や個人の嗜好を優先することが多い
傾向にあると考えられる9・10・15）。学生は、これから青
年期を終え成人期に移行していくわけであるが、成
人期は生活習慣やライフスタイルなどの生活全般
が社会生活によって規制され、食事をはじめ運動や
休養などの規則性が損なわれやすい時期である16・17）。
また、成人期は肥満、高血圧、糖尿病などに代表され
る生活習慣病を発症しやすくなる。この問題は、成
人期にいたるまでの食習慣や栄養の良否が大きく
影響することが示唆されている15）。このことからも、
青年期にある学生が今後、自立した食生活を送って
いくために自らの食生活を見直し、それらに対する
正しい知識を持っことが必要と考えられる。
　ところで、上述のように青年期、特に大学生を対
象にした食生活や健康に関する意識や実態を明ら
かにした研究はこれまでにも多数報告されている。
しかし、そのような中でも介護福祉を学ぶ学生を対
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象にした調査はあまり行われていない2・18）。
　高齢者が健康を維持し、自立した活力ある生活を
送るためには食生活が大きく影響する。また、介護
予防を重視した改革後介護保険制度では、高齢者の
低栄養状態が要介護のリスクとして取り上げられ
ている。これらのことから、自立に向けた生活支援
における食生活援助は極めて重要な課題の一つで
あると考えられる。そこで、これまで以上に質の高
い食生活援助ができる介護者の養成が求められる。
このことを達成するためには、将来、介護の現場を
担うであろう介護福祉士養成校学生が、健康と栄養
摂取の関係を理解し、実践に結びつけて自らの食知
識食態度を職業に反映させることが必要と考えら
れる。そこで、本研究では、介護福祉士養成校学生の
食行動の実態を把握することで、今後の学生に対す
る食生活関連分野の教育方針のあり方を考えるた
めの基礎資料を得ることを目的とした。
2．方法
　平成19年4月中旬に本学介護福祉士学科に在籍
する1年生75名及び2年生42名を対象として、集合
法による自記式調査票調査を実施した。調査項目は、
普段の食行動について生活習慣・食品摂取・衛生・健
康との関連という4項目に分類し、全項目（3項目の）
選択肢を設定した。これらの調査項目は、既存の食
生活と健康に関する調査を参考にした19）。データ解
析には、統計処理ソフトSPSS　for　windows　11．OJ
を用いた。各質問項目に対する回答を集計し、質問
項目の関連性にはx2検定を用いた。
3．倫理的配慮
　本研究では、調査への協力は個人の自由意志にも
基づくものであり、調査協力への有無や回答内容が
学業成績に影響することはない、また、得られた結
果は集団として統計処理し、本研究の目的以外に使
用することはないことを説明し同意を得た者を調
査対象とした。
4．結果
　1）生活習慣
　食事の時間についてみると、「時々不規則になる」
と答えた者の割合が49％、次いで「決まっていない」
が26％、「いつもほぼ同じ」が25％であった。食事の
量は、「時々考える」と答えた者の割合が最も多く
半数を占めた。一方、「考えていない」と答えた者の
割合は30％であり、「いつも考えている」と答えた
者よりも多いことが示された。食事・運動・休養のバ
ランスについて、「時々とれる」と答えた割合が48％
で最も多かった。また、「ほぼとれている」と答えた
割合は14％であったことに対し、「とれていない」と
答えた割合が38％を占めた（図1）。
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図1食生活の規律面に関する調査
　2）食習慣
　食事のときに、食品の組み合わせを「考える」と答
えた割合は21％、「時々考える」、「考えない」と答え
た割合はそれぞれ44％、35％であり、食品の組み合
わせを考えている者より考えない者の割合が多い
ことが明らかとなった。欠食状況は、「ほとんどしな
い」と答えた割合が半数を占め、「週2，3回する」と答
えた割合は33％であった。一方、「ほぼ毎日する」と
答えた者も17％認められた。外食や中食の状況は、「週
1，2回する」と答えた者の割合が最も多く74％を占
めた。一方、「ほぼ毎日する」と答えた者も4％である
が認められた。主食中心の食事については、「ほとん
どしない」が半数を占めたが、「毎日している」と答
えた者も7％見られた。料理の味付けについて、市販
のものと比較して「薄い」と答えた者の割合は25％
であり、60％の者が「普通」と答えた。一方「濃い」と
答えたものが15％見られた（図2）。
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　3）食品摂取状況
　魚介類、肉類、卵類、大豆、大豆製品の摂取状況は、
「ほぼ毎食食べる」と答えた者の割合が62％、「1日
1，2回食べる」と答えた者の割合は32％であり、全体
の94％の者は毎日摂取していた。しかし、「ほとんど
食べない」と答えた者も6％みられた。牛乳、乳製品
は、「ほぼ毎日食べる」、「週3，4回食べる」と答えた者
の割合がどちらも38％であり、「ほとんど食べない」
と答えた者の割合は24％であった。海藻類は、「時々
食べる」と答えた者の割合が65％と半数以上を占め、
「ほぼ毎日食べる」、「ほとんど食べない」と答えた者
の割合はそれぞれ17％と18％であった。緑黄色野
菜では、「週3，4回食べる」と答えた者が57％と最も
多かった。次いで、「ほぼ毎日食べる」と答えた者が
30％、「ほとんど食べない」と答えた者が13％であ
った。淡色野菜、果物類にっいては、「ほぼ毎食食べる」
と答えた者の割合が43％、次いで「1日1，2回食べる」
が40％、「ほとんど食べない」が17％であった（図3）。
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　4）食品の組み合わせに対する意識と食品摂取状況
　食品の組み合わせに対する意識と食品摂取状況
との関連を調べるため、図2で示した食品群の項目
についてクロス集計を行なった（表1）。調べた全て
の食品群において、「ほぼ毎日食べている」または「毎
食食べている」と答えた者では、食品の組み合わせ
を考えている者が考えていない者よりも多いこと
が示された。特に、海藻類では「毎日食べる」と答え
た者の85％、淡色野菜・果物類においては「毎食食べ
ている」と答えた者の76％が食品の組み合わせを考
えており、これらの食品摂取状況と食品の組み合わ
せに対する意識には関係が認められた。また、主食
中心の食事を「ほとんどしない」と答えた者におい
ても、食品の組み合わせを考えている者の割合が多
いことが示された。
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表1　食品の組み合わせに対する意識と食品摂取状況
食品の組み合わせ n（％）
考える　　考えない x2検定
　　　　　　　ほとんど食べない肉・魚・卵・大豆・大
　　　　　　　1日1，2回食べる　　豆製品　　　　　　　毎食食べる
5（71）
25（68）
45（63）
2（29）
12（32）
26（37）
ns
　　　　　　ほとんど食べない
牛乳・乳製品　週3，4回する
　　　　　　ほぼ毎日食べる
17（63）
29（66）
29（66）
10（37）
15（34）
15（34）
ns
海藻類
ほとんど食べない
週3，4回する
ほぼ毎日食べる
12（57）
34（60）
18（85）
9（43）
30（40）
1（5）
＊
　　　　　　ほとんど食べない
緑黄色野菜　　時々食べる
　　　　　　ほぼ毎日食べる
10（67）
40（62）
25（71）
5（33）
25（38）
10（29）
ns
　　　　　　　ほとんど食べない
淡色野菜・果物類　1日1，2回食べる
　　　　　　　毎食食べる
7（37）
31（66）
37（76）
12（63）
16（34）
12（24）
＊
　　　　　　　毎日している
主食中心の食事　週3，4回する
　　　　　　　ほとんどしない
4（44）
31（63）
40（70）
5（56）
18（37）
17（30）
ns
ns：有意差なし、＊p〈0．05
　5）衛生に対する意識と実践状況
　調理や食事の前に手洗いやうがいを「いっもする」
と答えた者の割合は50％、「時々する」と答えた者
の割合は46％であった。一方、「しない」と答えた割
合も4％であるが認めれた。食品の鮮度や消費期限、
賞味期限について、「いつも気を付ける」と答えた者
の割合が60％、次いで「時々気を付ける」と答えた
者の割合が30％、「ほとんど気にしない」と答えた
割合が10％であり、半数以上の者が食品の鮮度や
消費期限・賞味期限に気を付けていることが明らか
となった。食中毒について、「時々気を付ける」、「い
っも気を付ける」と答えた割合がそれぞれ40％、37
％、「ほとんど気にしない」と答えた割合は23％であ
った（図4）。
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6）健康状態
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図4食品衛生に関する意識と実践
　健康面に関して、頭痛や風邪などの症状になりや
すいか、体のだるさを感じることがあるか、めまい
やたちくらみ等の貧血症状を感じることがあるか
という3項目を設問した。頭痛や風邪などの症状に「ほ
とんどならない」と答えた者の割合は47％であり、
反対によくなると答えた者の割合は16％を占めて
80 100（％）
いた。体のだるさについては、「時々感じる」と答え
た者が67％を占め、「感じない」と答えた者は24％
であった。また、9％の者が「いっも感じる」と答えた。
めまいや立ちくらみ等の症状について、「感じない」
と答えた割合は43％、「時々感じる」と答えた者が
50％であった。一方、「いつも感じる」と答えた割合
も7％であるが認められた（図5）。
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図5健康状態
5．考察
　栄養・食生活は、生命を維持し、健康な生活を送る
ための重要な要因である。また、食生活は生命や健
康を維持すためだけの営みではなく社会的、文化的
な営みであり、生活の質とも深く関わっている20）・21）。
しかし、青年期にある大学生の食生活の現状は、加
工食品への依存、ファーストフードの利用や朝食欠
食率の増加など様々な問題が指摘されている7’11）。
そこで本研究では、食生活関連分野の教育方針のあ
り方を考えるための基礎資料を得るため、本学介護
福祉士学科の学生に対し、生活習慣・食品摂取・衛生・
健康の4項目について調査を行い、学生の食行動の
実態を明らかにした。
　生活の規律性について、時間や量をあまり気にす
ることなく食事をしている学生が多いことが明ら
かとなった。これまでにも、大学生は食事時間が不
規則であることが報告されているが12）、本調査にお
いても同様の結果となった。これは、学生の生活行
動の広がりとともに生活時間が不規則になり、その
結果、食事よりも自分の生活行動を優先することが
原因の一つとして考えられる。食事と運動、休養の
バランスについても、とれていないと感じている者
の割合が高いことが示された。このことに関して、
自分の食生活に満足していない学生が多いこと、ま
た、その理由の一つとして、食事の量や時間が不規
則であるということが挙げられている21）。一方、食事、
運動、休養などの生活習慣は、糖尿病や高血圧など
生活習慣病の発症と密接に関連していることから、
適正な生活習慣の維持あるいは改善は生活習慣病
の一次予防を達成するためにも重要であると考え
られている22・23）。これらのことから、学生が健康で
充実した学校生活を送るためにも、自らの生活習慣
を見直し、個々人の生活状況に応じた実現可能な改
善方法を検討していくことが必要であると考えら
れる。
　食習慣について、食事の時に食品の組み合わせを
考えていない者が考えている者の割合よりも約1．6
倍多いことが明かとなった。外食状況は、週に1、2回
程度の者が多く、外食の回数は少ないことが示され
た。しかし、本調査では中食（惣菜などの調理済み食
品を生活者の任意の場所で喫食すること）1）の状況
については調べていないため、外食回数が少ないこ
とが、家庭内で調理をして食事をしている（内食）回
数の増加につながっているとは言えない。そのため、
この点については中食、内食も合わせて実態を明ら
かにしていく必要があると考えられる。主食申心の
食事をすることについては半数の者が「ほとんどし
ない」と答えたことから、食品の組み合わせについ
てはあまり考えないが、主食を中心とした単品だけ
で済ませてしまうことは少ないことが示された。
　食品摂取状況について、主に主菜となるたんぱく
質源の魚、肉、卵類、大豆・大豆製品は、毎食摂取する
ことが望ましい食品であるが、これにっいては半数
以上の者が毎食摂取していることが明らかとなった。
一方、ビタミン、ミネラルの供給源となる野菜類、特
に緑黄色野菜や海藻類については、たんぱく質源と
なる食品と比較して摂取頻度が低いことが明らか
となった。青年期の野菜摂取量の不足は、これまで
にも報告されており24）、また、平成19年度国民健康・
栄養調査結果において、各年代の中で20代が最も
野菜摂取量が少なく、1日の平均摂取量が目標量で
ある350gに達していないことが報告されている20・25）。
本調査からも学生に同様の傾向があると推測される。
また、主にカルシウム源となる牛乳・乳製品につい
ても肉類と比較して摂取頻度が低いことが示された。
骨量は、十代後半から20代前半の成長期に最大に
達し、この期間に最大骨量を上昇させておくことが
後の骨疾患の予防につながると考えられている26）。
また、若年者においてカルシウム摂取量と骨密度の
上昇は強く関係していることからも27・28・29・30）、学生
は積極的にカルシウムを摂取してくことが望まれる。
このような食品摂取状況から、たんぱく質は摂取で
きているが、体の機能を正常に維持するために必須
の栄養素であるビタミンやミネラルの摂取不足に
28 介護福祉士養成課程学生の食行動に関する実態調査
ある傾向が考えられ、栄養面での不安が推測された。
また、これまでに報告されている大学生の食品摂取
状況調査においても、たんぱく質の摂取頻度は高い
が、ビタミン、ミネラルの摂取頻度は低いことが示
されており、本調査も同様の傾向にあることが明ら
かとなった2’5’）。食品の組み合わせに対する意識と食
品摂取状況からは、食品の組み合わせを考えている
ものほど、摂取頻度が低い海藻類や野菜類を摂取し
ていることが明らかとなった。このことから、日常
生活の中で食品の組み合わせについても意識する
ことができるよう、食品選択に関する知識も習得で
きるような働きかけを行っていくことが必要と考
えられる。
　食生活支援の中で栄養面と共に十分配慮しなけ
ればならないことに食品衛生がある。そこで、衛生
面に関する意識と実践状況について調べたところ、
食品の鮮度や賞味期限、消費期限の確認、手洗い・う
がいは半数の者が常に実践できていることが明ら
かとなり、食品衛生についての意識は高いことが確
認された。これは、家政学概論の食品衛生に関する
講義で習得した基礎知識に加え、日常生活あるいは
これまでの生活体験や実習での経験が実践に結び
ついているのではないかと考えられる。
　健康面では、体のだるさ、めまいや立ちくらみ等
を感じている割合は低いものの、いずれも時々感じ
ると答えた割合が感じないと答えた者よりも多か
った。この原因には、上記のような生活習慣、食品摂
取状況が影響しているとも考えられるため、食品や
栄養摂取状況と健康面との関連を明らかにしてい
くことが必要と考えられる。また、食生活は精神的
健康度とも深く関わっており、朝食を欠食している
者ほど体がだるい、肥満ぎみであいる、イライラし
て怒りっぽいなどの心身愁訴を訴えており12）、また、
食生活や生活習慣が間接的に精神的不安定に影響
を及ぼすことが報告されている31）。このことから、
多忙でストレスも多いと考えられる学生生活を送
る上で、自立した食生活管理を行うことは、身体の
みならず精神的健康を維持していく上でも非常に
重要であると考えられる。
　本研究で、介護福祉士養成課程学生は、学習過程
から食品衛生の知識や、食品選択の知識は実践に結
びついていることが明らかにされた。しかし、生活
の規律性や栄養摂取に関する配慮より嗜好を優先
させる傾向がみられ、適正な食習慣を身につけてい
ない等の問題が明らかとなった。将来、実際の生活
支援の現場で、対象者の生活習慣や健康状態を考慮
し、適切な援助を行なうためには介護者自身が栄養
や健康に関する正しい知識を持ち、実践していくこ
とが必要であると考えられる。今後、学生が自ら意
識や行動変容を行なっていけるよう、知識や技術の
みならず、その動機付けとなるような教育内容を工
夫していくことが必要と考えられる。また、より学
生の食生活と健康に関する実態や問題点を明らか
にするため、単身生活者と実家学生との食生活に関
する意識や調理技術に関する検討、また、他学科学
生との比較を行っていくことを検討している。
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